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２年目の「四本足歩行ロボット」作り
の人はリンクの仕組みを考えながら、フ
レームの長穴加工に気を付けて、３年目
の「リモコンカー」制作の人は配線に気
を付けて動かせるところまで頑張ろう。
余裕のある人は仕組みや、上に取り付け
る「山車」を何にするかも考えてみよう。 

前足を動かす

仕組みはクラン

クの回転運動で

後ろ足は揺動運

動で、頭はクラ

ンクの回転を利

用している。 

緑色のネジを同じ方
に付けてしまって、両
足がどちらも出てし
まった。また両手を使
うネジ閉めや穴開け
が難しかった。 

ダイオード

を付けるとき

は苦戦した。手

のところは＋

と－が逆にな

ってしまった。 

はんだ付けを

失敗しないよう

に。手が動かな

かったので改善

に時間がかかっ

てしまった。 

中学生の準指導員になった子たちも後
輩たちにまけないように頑張って制作 

５月９日 継続グループ  ４月制作の続き 

５月１６日 新規グループ 動くカップのおもちゃ作り 

 コンパスで
円を描いたり、
ハサミできれ
いに切るのは
難しい。 

 

キリの使い
方も正しくし
ないと怪我を
するから気を
付けないと。 

大きな輪の方が小さな輪に
比べると倍近く遠くへ転がっ
ていくのは、やはり大きな輪の
ほうが摩擦が小さいのかな。 

「動くカップ」作りをします。ま
ず回転軸は透明チューブの中に
輪ゴムを入れ、タコ糸を輪ゴムの
中を通して縛ります。ペットボト
ルキャップを使い車輪にします。
できた人は工作用紙を車輪にし
てみましょう。 

よく滑る床で転が
した時と絨毯みたい
に滑らないところで
ころがした場合にも
動きが違ってくるの
は摩擦のせいかな。 

 軸に車輪がゆる

かったりしてなか

なかうまくはまら

ないので苦戦した。 

 摩擦には「静止摩擦」「動摩擦」があります。「動摩擦」の中に（滑り摩擦）
(転がり摩擦)があり、今日は転がり摩擦の学習をしていきます。大きな輪と
小さな輪の重さがいっしょならどちらが遠くまで転がるでしょう？直径８㎝
と直径４㎝の輪で実験をしてみましょう 。 
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